
普及型太陽熱給湯システムの開発 

低価格と省スペース化を実現した太陽熱給湯システム技術を開発しました 

背 景 

・風呂、台所などの給湯用エネルギーは、住宅の消費エネルギーの約1/4（全国では1/3）を占め、増加傾向にあります。 
・太陽熱給湯システムは、日射を効率的に利用できるが、価格が高いことや積雪対応が課題。 

 
成 果 

 
期待される効果 
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３ 積雪荷重の検証による集熱器
の設置可能地域の拡大 

○温暖地のみならず北海道においても太陽 
 熱給湯システムの普及が期待されます。 

１ 新たな熱交換方式と貯湯タンク
の一体成形加工技術の開発 
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設置角＜60° 設置角≧60° 

現状はメーカー自主基準により道内設置不可 

設置可能 

○給湯回路に熱交換器を設置することに 
 より、水道の直圧を受けないタンクと 
 することが可能 
 →金属から低コストな樹脂一体成形へ 
 →円形断面からスリムな長方形断面へ 
○横置きによる転倒リスクの低減 
 →基礎工事の省略によるコストダウン 

給湯 

水道 
直結 熱交換器 

太陽集熱器 
地面（基礎不要） 

貯湯タンク（樹脂一体成形） 

開発した貯湯タンクのコンセプト 

２ 低価格で省スペースな貯湯 
タンクの実現 

揚げる前 

貯湯タンクの最終試作機 

住宅外部への設置状況 

寒冷地の場合 

貯湯タンク 

土間や床下に設置 

窓下にも設置可 

エアコン室外機
と同等の厚み 

○貯湯タンクの横置き化により、住宅 
 内外のスペースを有効利用できます。 

従来品 

空気 

全域で設置可能 

検証により設置可能エリアを拡大 

H23落雪試験 

75°、45°、26.5° 

H24落雪試験 

90°、60°、45° 

・低価格（目標価格は30万円）で省スペースな太陽熱給湯システムの実用化に貢献。 
・太陽熱利用の促進による住宅の運用エネルギーの削減に貢献。 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 

http://e-poket.com/illust/ma_040.htm

	スライド番号 1

